
市町村名 北大東村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 北大東村認定子ども園整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－４
30 2 該当箇所

担当部課名
事業実施

年度
平成 ～

第３章－３－（１１）－イ

生活環境基盤の整備及び教育・医療・福祉
における住民サービスの向上

福祉衛生課

事業内容 認定こども園を整備する

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H30年度 R1年度 R2年度 ○年度 合計

Ｂ．執行済額 25,380 142,250 362,738 530,368

Ａ．予算現額 26,000 142,250 364,394 532,644

執行率（％）(B/A) 97.6% 100.0% 99.5% 99.6%

うち
交付金充当額

20,304 113,800 202,737 336,841

執行状況の説明 ・最終的な執行率は99.6％となり、概ね計画的に執行できた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 ○年度 ○年度

実　績
実施設計の

完了
施設整備の
一部完了

施設整備の
完了

認定子ども園の施設整備

目　標
実施設計の

完了
施設整備の
一部完了

施設整備の
完了

実　績

目　標

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H30年度 R1年度 R2年度 〇年度 ○年度

認定子ども園の施設整備

実　績
実施設計の

完了
施設整備の
一部完了

施設整備の
完了

目　標
実施設計の

完了
施設整備の
一部完了

施設整備の
完了

実　績

目　標

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R3年度 ○年度 ○年度 ○年度

0人

実　績 0人 0人

R3年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

（保育部分）
　・待機児童　0人

目　標 0人

状
況
説
明

【R3年度】
・保育部分については保育が必要な児童を全て預かることができた。
幼稚園部分については職員5人にアンケートをとり、皆が発達度や発育度が向上されたと回答があった。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

80％以上

実　績 100% 100%

（幼稚園部分）
　・発育度が向上したか（80％以上 ）を含め、アンケート

により本事業のあり方を検証する。

目　標 80％以上

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R3年度】
・他市町村の取組等を調査・研究し、より良い環境を整えていく。

【　年度】
・

【　年度】
・

【R3年度】
・今まで幼稚園で年少クラスであった3歳児クラスでも、子ども園になり乳児
等年下クラスが出来たことにより、「お姉ちゃん、お兄ちゃんだから」といって
頑張ろうとする姿等がみられる。

【R3年度】
・保育部を含め子ども園という体系が初めての試みであることから、他市
町村の子ども園の取組を取り入れてより良い子ども園を目指していく必要
がある。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・



市町村名 北大東村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 北大東小中学校地域副読本制作事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－１－（４）－イ

基本計画該当箇所 文化の担い手の育成

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－３－（２）
元 2 該当箇所

担当部課名
事業実施

年度
令和 ～

事業内容 　北大東島の歴史・文化をまとめた副読本を制作する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

R1年度 R2年度 ○年度 ○年度 合計

Ｂ．執行済額 9,768 7,524 17,292

Ａ．予算現額 9,768 7,524 17,292

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% #DIV/0! #DIV/0! 100.0%

うち
交付金充当額

7,814 6,019 13,833

執行状況の説明 　事業計画通り、副読本の制作を行った。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 ○年度 ○年度

実　績 制作の実施 制作の実施

北大東島の歴史・文化をまとめた副読本の制
作

目　標
小学3,4年、
5,6年生用の
制作の実施

中学生用の
制作の実施

実　績 授業の開始 授業の開始

副読本を使用した授業の開始

目　標
小学3,4年、
5,6年生の

授業の開始

中学生の
授業の開始

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

R1年度 R2年度 R3年度 ○年度 ○年度

北大東島の歴史・文化をまとめた副読本（小
学校3,4年生、5,6年生用）の制作

実　績 制作の完了

目　標 制作の完了

実　績 制作の完了

北大東島の歴史・文化をまとめた副読本（中
学生用）の制作

目　標 制作の完了

実　績 100% 100%

北大東島の歴史・文化への理解が深まったか
（80％以上）を含め、児童、生徒へのアンケー
トにより、本事業のあり方を検証する。

目　標 80％以上 80％以上

教育委員会



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R2年度 R3年度 ○年度 ○年度
R3年度

■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

北大東島の歴史・文化への理解が深まったか（80％以
上）を含め、児童へのアンケートにより、本事業のあり方
を検証する。

目　標 80％以上 80％以上

目　標

80％以上

実　績 100% 100% 100%

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R2年度】
・副読本での授業のみではなく、歴史や文化を身近で感じられる環境を整備し更なる郷土学習を行い島の歴史や文化の継承を図る。

【R3年度】
・令和3年度に整備した「うふあがり・人と自然のミュージアム」も活用し、北大東島の文化の担い手の育成を図る。

【　年度】
・

【R2年度】
・学校の授業にて本事業で制作した副読本を活用し郷土学習に取り組むこと
ができた。

【R2年度】
・小学校3,4年生用、5,6年生用にてわかりやすく学習し、自分の住んでいる
島をに興味を持たす必要がある。

【R3年度】
・R2年度の小学校3,4年生、5,6年生用に続き、中学校用の副読本を活用し郷
土学習に取り組むことができた。

【R3年度】
・中学生用の副読本を活用にて詳しく島を知り、より郷土学習を深める必
要がある。

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【R2年度】
・小学3～6年生の計18人にアンケートを依頼し15人の回答があり、全員が北大東島のことがわかることができたと回答があった。

【R3年度】
・中学生14人にアンケートを依頼し14人の回答があり、全員が北大東島のことがわかることが出来たと回答があった。

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績



市町村名 北大東村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 北大東村葬祭場建築事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

担当部課名
事業実施

年度
平成 ～

第３章－３－（１１）－イ

生活環境基盤の整備及び教育・医療・福祉
における住民サービスの向上

福祉衛生課 令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－４
30 元 該当箇所

事業内容
　既存火葬場の老朽化と火葬ホール・霊安室・管理室等の施設機能が十分に果たせていないため、葬祭場一式の新築整備を行
う。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H30年度 R1年度 ○年度 ○年度 合計

Ａ．予算現額 36,936 360,000 396,936

Ｂ．執行済額 36,936 360,000 396,936

うち
交付金充当額

29,548 288,000 317,548

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% #DIV/0! #DIV/0! 100.0%

執行状況の説明
　工事箇所が地域的に集中したことにより労働者の手配に不測の日数を要したため、令和1年度工事を令和2
年度に繰越して、令和3年3月に完了した。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 ○年度 ○年度 ○年度

葬祭場施設の整備

目　標
基本・実施
設計の完了

施設整備
の完了

実　績
基本・実施
設計の完了

施設整備
の完了

目　標

実　績

目　標

実　績

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H30年度 R1年度 ○年度 ○年度 ○年度

葬祭場施設の整備

目　標
基本・実施
設計の完了

施設整備
の完了

実　績
基本・実施
設計の完了

施設整備
の完了

目　標

実　績

目　標

実　績



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R3年度 ○年度 ○年度 ○年度

状
況
説
明

【R3年度】
・令和3年度に利用した親族9人にアンケートをとり、全員が住民の福祉が向上されたと回答があった。

【　年度】
・

【　年度】
・

実　績

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

R3年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

住民の福祉が向上したか（80％以上）を含め、アンケート
により本事業のあり方を検証する。

目　標 80％以上 80％以上

実　績 100% 100%

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R3年度】
・急な施設稼働時に稼働できないような事案などが起こらないようメンテナンスを行いつつ住民福祉の向上を目指していく。

【　年度】
・

【　年度】
・

【R3年度】
・小規模離島故に遺体の保冷事案や火葬実績は多くはないものの突発的に
出てくる状況である。

【R3年度】
・頻繁に使用ができるものではないため定期的なメンテナンスが必要であ
る。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・


